










はじめに

v

◎	�安全運転のため、運転中に無線機を操作したり、無線機の表示
部を注視（表示部を見つづける行為）したりしないでください。

◎	�無線機を操作、または表示部を注視する場合は、必ず安全な場
所に自動車を停車させてください。

◎	�安全運転に必要な外部の音が聞こえない状態で自動車を運転
しないでください。

	� 一部の都道府県では、運転中にイヤホンやヘッドホンなどを
使用することが規制されています。

◎	�安全運転のため、無線機を身体に付けた状態で自動車を運転
しないでください。

自動車運転時のご注意

機器内への異物の侵入に対する保護性能を表すための表記です。
IPにつづけて保護等級を示す数字で記載され、1つ目の数字が
防塵等級、2つ目が防水等級を意味します。
また、保護等級を定めない場合は、その等級の表記に該当する数
字部分を「X｣で表記します。

【本書で記載する保護の程度について】
IP5X（防塵形）	 ：	�試験用粉塵を1m3あたり2kgの割合で浮

遊させた中に8時間放置したのちに取り
出して、無線機として機能すること

IPX4（防まつ形）	 ：	�いかなる方向からの水の飛まつを受けても
有害な影響がないこと

IP表記について
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各部の名称と機能1

1

1アンテナ

2[PTT](送信）

4音量ツマミ

5[マイク/イヤホン]
　ジャック★

6[グループ/　 ]
7[   ]（電源）

表示部

マイク

スピーカー

3[▼]/[▲]

■ 前面部/側面部

★マイクジャック	 ：	φ2.5mm
　イヤホンジャック	：	φ3.5mm

1 電波を送信/受信する部分です。
2 押しているあいだは送信状態、はなすと待ち受け状態に

切り替わります。
3 通話チャンネル/グループ番号を切り替えます。
4 音量を調整するツマミです。

右に回すと、音が大きくなります。
5 別売品のイヤホンマイクロホン、ヘッドセットなどを

接続する端子です。
接続しないときは、ホコリや水の浸入を防ぐため、保
護カバーでフタをしてください。

6 通話(交信)画面と、グループ番号設定画面を切り替える
キーです。
1秒以上押すと、キーロック機能が動作します。

7 長く押すごとに電源を入/切します。
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別売品とその使いかた5

※�HS-85は、VOX機能が内蔵さ
れておりますので、無線機本体
のVOX機能の設定を「oF」にし
てください。（P.17）

※�WED-EPM-SLE、WED-EPM-SLOともにVOX機能は使用で
きません。

■ �HS-85(VOX機能付きヘッドセット)

■ �WED-EPM-SLE
オリジナルイヤホンマイク

（イヤーハンガー型）

■ �WED-EPM-SLO
オリジナルイヤホンマイク

（オープンエアー型）

[マイク/イヤホン]
ジャックへ
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■ HS-94(イヤーフック型ヘッドセット)
VS-2Lが必要です。
※�VOX機能の設定を「oF」にしてください。（P.17）

コネクター部
VS-2Lへ

■ HM-186L(小型スピーカーマイクロホン)
マイクロホン部

イヤホンジャック
(φ3.5mm)

PTTスイッチ
コネクター部

スピーカー部

■ HS-95(ネックアーム型ヘッドセット)
VS-2Lが必要です。
※�VOX機能の設定を「oF」にしてください。（P.17）

コネクター部
VS-2Lへ
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別売品とその使いかた5

■ HS-97(咽喉マイクロホン)
VS-2Lが必要です。
※�VOX機能の設定を「oF」にしてください。（P.17）

コネクター部
VS-2Lへ

■ HS-99(耳かけ式イヤホンマイク)
VS-2Lが必要です。
※�VOX機能の設定を「oF」にしてください。（P.17）

コネクター部
VS-2Lへ
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■ �中継装置について
工場やビルの中などで、障害物によって電波が直接届かない場
所では、中継装置を設置することで、本製品同士が通話できま
す。
通話のしかたは、3ページ～5ページの説明と同じです。
※�中継装置を使用して通話するときは、中継装置1台だけです。

2台以上の中継装置を経由して通信距離を伸ばすことはでき
ません。

※�中継装置の設定は、中継チャンネル以外の項目を出荷時の状
態にしてご使用ください。

　中継装置に付属する取扱説明書を参考に設定してください。

IC-RP4100	 ：�中継01CH～中継27CHの通話チャンネ
ルで使用できます。

WED-NO-001
受信側

WED-NO-001
受信側WED-NO-001

送信側

IC-RP4100
（別売品）

中継システム構成図



27

別売品とその使いかた5

■ �充電器をご使用になる前に
【正しい充電のために】
充電するときは、必ず本製品の電源を切ってください。
電源を切らないと、充電が完了しない場合があります。
◎	�BP-260(充電式電池)、およびBC-234（充電器）は、充電式電

池の取扱説明書と、本製品の「Wedge Talkie 使ってみましょ
う」（別紙）の｢安全上のご注意｣を事前に必ずお読みになり、正
しく安全にお使いください。

◎	�BP-260は本製品に挿入して、弊社指定の充電器(BC-234)
で充電してください。

　※BP-260以外の電池をBC-234で充電しないでください。
◎	�BP-260、BC-234を本製品以外の目的に使用しないでくだ

さい。

【充電時期について】
◎	�お買い上げいただいたときや、2ヵ月以上使用しなかったと

きは必ず充電してください。
◎	�BP-260を満充電した直後に再充電しないでください。
　電池の性能や寿命を低下させることがあります。
◎	�充電時、ランプが点灯しない場合は使用を中止し、お買い上げ

の販売店、または弊社保守サポートセンターにお問い合わせ
ください。
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【交換時期について】
指定時間充電しても、数分後に表示部の残量表示が変化する(使
用時間が極端に短い)ときは交換時期です。

【温度・保管について】
◎	�極端に高温、または低温の環境下や、BP-260(充電式電池)と

BC-234（充電器）の温度差が大きい場合、充電できないこと
があります。

　	5℃～40℃の環境で充電してください。
◎	�満充電、または完全に使い切った状態で長期間放置すると、

BP-260の寿命が短くなるおそれがあります。
◎	�無線機を長時間使用しないときは、電池を取りはずし、 

−20℃〜＋30℃の湿気の少ない場所に、電池を保管してく
ださい。

　	�BP-260を保管する場合は、電極が通電するものに直接触れ
ないように、ビニール袋などに個別に入れて保管してくださ
い。(詳しくはBP-260に付属の取扱説明書をご覧ください)

◎	�充電口や充電端子各部にゴミやホコリが付着すると、正常に充
電できないことがあるので、定期的にお手入れしてください。

【充電器のランプと充電時間について】
名称 BC-234

充電器の種類 2口充電器

充電中 青色にランプ点灯

充電完了 消灯

異常発生時 青色にランプ点滅

充電時間 約8時間40分★

★BP-260の状態により異なります。
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別売品とその使いかた5

■ �充電のしかた
ご注意
◎	 必ず本製品の電源を切って充電してください。
◎�	� 充電しないときや充電完了後は、安全のためACアダプターをACコンセン

トから抜いてください。

R危険
別売品のニッケル水素電池（BP-260）以外は充電しないでください。
液漏れ、発熱、破裂、けがのおそれがあります。

※�最大5台まで連結できますが、連結ごとに別途ACアダプターが必要になります。
※�充電中に充電器から無線機をはずしたときは、5秒以上あけてから挿入しない

と充電エラーとなります。

1.	下図のように側面2か所で連結します。
2.	ACアダプター（BC-217S）のUSBコネクターを、充電器に接

続したあと、コンセントに差し込みます。
3.	BP-260を本製品に挿入して充電器に差し込みます。

充電ランプ（後）充電ランプ(前)

充電器
（BC-234）

ACアダプター
（BC-217S）

AC 100V
コンセント

前

後

連結する
場合は、溝に
差し込む

※ �BC-234 に は BC-217S
を付属していませんので、
別途お買い求めください。

充電するとき
は、電源を切る
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■ 充電式電池の特性と寿命について
◎	充電式電池は、消耗品です。
	 充電できる回数は、300回～ 500回が目安です。
◎	使用せずに保管しているだけでも、劣化が進行します。
◎	劣化がはじまると、満充電しても運用時間が短くなります。
◎�	満充電しても、運用時間が極端に短くなったときは寿命です。
	� 無線機の性能を十分活用するためにも3年を目処に交換され

ることをおすすめします。
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■ 初期化（リセット）操作について
静電気などによる外部要因で本体の表示や動作がおかしくなっ
たときは、リセットをしてください｡

1.	電源を切った状態で、［▼］と
[グループ/ ]を押しながら電
源を入れる

ㅡㅡ�「ピッ」と鳴り、「rEs」が点滅し
ます。

2.	[PTT]を押す
ㅡㅡ�「ピピッ」と鳴り、「rEs」が点灯
に変わり、CH01が表示される
と、リセットが完了します。

※�ロック(「 」が点灯)中は、リセッ
トできません。

　�ロック機能を解除してからリセッ
トしてください。
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■ 日常の保守と点検について
◎	�清掃するときは、洗剤や有機溶剤（シンナー、ベンジンなど）を

絶対に使用しないでください。
	� ケースが損傷したり、塗装がはがれたりする原因になること

があります。
	� ふだんは、乾いたやわらかい布でふき、汚れのひどいときは、

水を含ませたやわらかい布をかたく絞ってふいてください。
◎	�無線機本体、電池端子、充電器の充電端子(充電端子、および電

源ジャック)にゴミやホコリが付着すると、電源が入らないこ
とや正常に充電できないことがありますので、定期的にお手
入れしてください。

	 ※�お手入れの際は、乾いたやわらかい布をお使いください。
	 ※�ACアダプターをコンセントから取りはずして、お手入れし

てください。
◎	�使用される前に、電池の容量が十分残っているか、表示部の残

量表示を確認してください。
	� また、無線機本体に電池が正しく装着されていることを確認

してください。
◎	�定期的に決まった位置の相手局と通話して、通話状態に変化

がないかを調べてください。



■ �故障かな？と思ったら
下記のような現象は故障ではありませんので、修理を依頼される
前にもう一度お調べください。

現　象 原　因 処　置 参照
電源が入らない 電池極性の間違い 極性を確認して入れなおす 別紙

接触不良 本製品の接触端子を清掃す
る

－

電池の消耗 アルカリ乾電池を交換する
か、BP-260を充電する

別紙

通話チャンネル、
またはグループ番
号が切り替わらな
い

ロック機能が動作し
ている

ロック機能を解除する P.8

通話できない 相手との距離がはな
れすぎている

場所を移動してから通話し
てみる

－

相手が不在、または電
源を切っている

相手の無線機の状態を確認
する

－

送信できない
(｢プ ッ プ ッ ｣と 鳴
る)

3分間の時間制限を過
ぎている

2秒～ 3秒後、もう一度送信
する

P.5

同じチャンネルの電
波を受信している

受信表示｢ ｣が点灯中は、
送信できないため、受信表
示｢ ｣が消えたことを確認
して送信するか、通話チャ
ンネル番号を変更してから
送信する

P.6

�呼び出しても応答
がない

相手と通話チャンネ
ル、またはグループ番
号が一致していない

設定をあわせる
※�設定が合っていれば、相

手が不在か電源を切って
いる

P.3

VOX機能による送
信ができない

VOX感度が低い値に
なっている

VOX感度を最適値に設定
する

P.17

マイク感度が、低い値
になっている

マイク感度を最適値に設定
する

P.15

中継表示が消えて
中継装置が使えな
くなった（半複信）

中継チャンネル以外
のチャンネルを設定
している

中継チャンネルを設定する P.3
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■ アフターサービスについて
	「故障かな?と思ったら」(P.33)にしたがって、本製品の設

定などを調べていただき、それでも異常があるときは、次の処
置をしてください。

	 保証期間中は
	 お買い上げの販売店にお問い合わせください。
	 保証規定にしたがって修理させていただきますので、保証書を

添えてご依頼ください。

	 保証期間後は
	 お買い上げの販売店にお問い合わせください。
	 修理することにより、機能を維持できる製品については、ご希

望により、有償で修理させていただきます。

l保証書について
	 保証書は、販売店で所定事項(お買い上げ日、販売店名)を記入

のうえお渡しいたしますので、記載内容をご確認いただき、大
切に保管してください。

l弊社製品のお問い合わせ先について
	 お買い上げいただきました弊社製品にご不明な点がございまし

たら、下記までお問い合わせください。
	 お問い合わせ先
	 ウェッジ株式会社　保守サポートセンター
		  フリーダイヤル　0120-248-144

		  受付 （平日 9:00〜18:00） 
		  電子メール：wedge-hoshu-s@aaa-wedge.co.jp 
		  ウェッジホームページ：https://www.aaa-wedge.co.jp/
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■ �従来製品との相互使用について
従来製品と相互に使用するときは、下表をご覧ください。
※��秘 話 機 能（P.14）は、IC-4350、IC-4350L、IC-4500、IC-

4077S、IC-4810、IC-4188D、IC-MS5010と互換性があ
ります。

※�本製品には個別呼び出し機能がありません。
　�IC-4350、IC-4350L、IC-4500、IC-4077S、IC-4810、IC-

MS5010が個別呼び出し機能をONに設定している場合は、
OFFに変更すると相互使用できます。

IC-4600

IC-4300

IC-4300L

IC-4350

IC-4350L

IC-4077S

IC-4500

IC-4810

IC-RP4100

IC-MS5010

IC-4188D

IC-4110

IC-4110D

1

通話チャンネル
通話可能範囲
ch数 通話チャンネル (中継用 )

機種名 11 20
中継
1

中継
18

中継
27
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■ �2口充電器（BC-234）
定 格 入 力 電 圧　5V　±0.25V DC
使 用 温 度 範 囲　5〜40℃
重 量　約181g
寸 法　88(W)×53.5(H)×154.5(D)mm
			   (突起物を除く)
※�定格･仕様･外観等は、改良のため予告なく変更する場合があります。

■ 無線機本体
（単信）
送信/受信周波数範囲　�422.0500～422.1750MHz 

422.2000～422.3000MHz
（半複信）
送 信 周 波 数 範 囲　�440.0250～440.2375MHz 

440.2625～440.3625MHz
受 信 周 波 数 範 囲　�421.5750～421.7875MHz 

421.8125～421.9125MHz
チ ャ ン ネ ル 数　単信20チャンネル/半複信27チャンネル
電 波 型 式　F3E
変 調 方 式　周波数変調
使 用 温 度 範 囲　－10～＋50℃
電 源 電 圧　DC1.5V/単3形アルカリ乾電池/BP-260
消 費 電 流　�700mA以下 

（内蔵SP 8Ω AF最大時/バックライトOFF）
送 信 出 力　10mW（+20%/－50%）
低 周 波 出 力　�100mW以上 

（負荷インピーダンス8Ωにて10%歪時）
アンテナインピーダンス　50Ω
受 信 方 式　ダイレクトコンバージョン方式
受 信 感 度　�－13dBμV（PD）以下　（12dB SINAD）
外 形 寸 法　�46.5（W）×80.0（H）×19.9（D）mm 

（突起物を除く）
重 量　約86g（付属品を除く）
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